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「きょうもいろんなこと  べんきょうするよ！」　能津小学校通学風景

－入学おめでとう・教職員紹介－

－くらしの情報－



楠　　　幸 教頭　上八川小学校へ
新谷真理子 教諭　高岡第一小学校へ
西村　幸美 講師　須崎南小学校へ

転出

転入能津能津小学校

能津小学校
（5名）

加茂小学校
（13名）

日下小学校
（24名）

教
職
員
紹
介

日高中学校（40名）加茂中学校（13名）

太田　直人 教頭
　この度の異動で、
いの町立下八川小学
校より赴任してまい
りました。保護者、
地域の皆様のご理解、ご協力をいた
だきながら、子どもたちの教育に努
力してまいりたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

濱田　佐代 教諭
　土佐市の宇佐小学
校から転入してきま
した。美しい自然に
囲まれた能津小学校
で子どもたちにたくさんパワーをも
らいながら、一日一日を大切に過ご
していきたいと思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

高野　彩 講師
　中土佐町の大野
見小学校から転入
してきました。か
わいらしい子ども
たちと一緒に仲良く、楽しく過
ごしていきたいと思っています。
どうぞよろしくお願いします。

Village Topics
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Village Topics

井上千保香 養護教諭

転入

転入

退職

転入

転出

退職

転出

転出

日下日下小学校

加茂加茂小学校

加茂加茂中学校

日高日高中学校

田所　春香 教諭

杉本　昌容 教頭　尾川小学校へ

転入

退職

西尾　　治 教諭　佐川中学校へ
田村　　暁 教諭　佐川中学校へ
濱口　昭仁 教諭　池川中学校へ
吉田マリア 講師　南海中学校へ
森本　智子 主任　加茂小学校へ

箭野　義夫 教頭
　南国市の香長中学校から転任してきました教頭の箭野で
す。今までの勤務地が土長・南国が多かったので今回、出
身地（越知町）に近くなり喜んでいます。これから、生徒、
保護者、地域の人たちと力を合わせて特色ある日高中学校
にしていきたいと思います。どうかよろしくお願いいたし
ます。

堅田　孝政 教諭
　大野見中学校から転任してきました。花咲く自然豊かな
日高の地で、新しく出会った生徒たちと一緒にたくさんの
思い出を作りたいと思っています。どうぞよろしくお願い
いたします。

下元　麻耶 講師
　英語の講師としてお世話になることになりました。下元
麻耶です。以前は津野町の葉山中学校に勤務していました。
満開の桜にかこまれた日高中学校での、新しい出会い、生
活を楽しみにしています。どうぞよろしくお願いします。

中越　久志 教諭
　窪川中学校より赴任してきました。数学、陸上の副顧問
を担当させて頂いています。日高中のグランド前には桜が
咲きほこっています。生徒の皆さんと共に、学習、行事に
精一杯、取り組んでそれぞれの花を咲かせていきたいと思
います。よろしくお願いします。

本山　由伊 教諭
　岐阜県の下呂市よりかわってきました本山です。私が採
用になった支部がこの高北でした。とてもなつかしく思っ
ています。初心にかえったつもりで一生懸命やりますので
よろしくお願いします。３年ぶりの高知です。

片岡　美佐子 主任
　越知小学校から来ました事務の片岡です。日高村に異動
させて頂いた事を嬉しく思っています。血液型のＢ型をＡ
型に建て直しながら明るく元気にがんばります。

井上　洋子 教頭

曽根　豊弘 教諭
　佐川町立尾川小学校より転任
してまいりました曽根豊弘です。
保護者や地域のみなさまの御協
力をいただきながら、子どもた
ちの成長のお手伝いができるよ
うがんばりますのでよろしくお
願いします。

松坂　正夫 教頭
　今回の異動で須崎小学校から
赴任してまいりました松坂と申
します。今まで高知市、南国市、
須崎市で勤めてきましたが、日

高は初めてです。最初は緊張していましたが、
始業式の日に子どもたちの元気で明るい声を聞き、
とても嬉しく思いました。ファイトを持って日
下小の子ども達のために頑張っていきます。ど
うぞよろしくお願いします。

地域支援企画員
仙頭　佳枝
　はじめまして。地域支援企
画委員として駐在することに
なりました仙頭佳枝です。４
月初旬、日下駅のホームに咲

いていた満開のさくらと、知らない私に「お
はよう」と声をかけてくださるたくさんの方
に出迎えていただきました。
　日高村に暮らすみなさまと一緒に、いろい
ろなことを考え、活動していきたいと思って
います。今よりもっと「ここで暮らしていて
よかった！」と思ってもらえるむらづくりの
お手伝いをさせていただきたいです！よろし
くお願いいたします。

小村　　幹 養護教諭
　今年度の春の教員異動で、吾桑小学校より転任してき
ました養護教諭の小村です。わからないことばかりで何
かとご迷惑をおかけいたしますが、人とのつながりを大
切にし、楽しい学校生活を送りたいと思っていますので、
よろしくお願いいたします。

森本　智子 主任
　この度の人事異動で日高中学
校より加茂小学校へ転任してき
ました。気持ちを新たに頑張り
たいと思います。よろしくお願
いいたします。

大石　　功 教諭　佐川小学校へ
大　　裕子 主任　後免野田小学校へ
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当
村
担
当
の
行
政
相
談
委

員
に
、
本
年
４
月
１
日
付
け
で
中

村
宏
一
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
お
聴
き
し
て
い
る
、

皆
さ
ん
の
身
近
な
民
間
有
識
者
の
方
で
す
。

　

委
員
は
、
①
国
の
仕
事
、
②
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の

特
殊
法
人
の
仕
事
、
③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を

受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
委
員
の
自
宅
で
受
け
付
け
る
ほ
か
、
村

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的
に
開
設
さ
れ
る
相
談

所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
特
に
、
５
月
は
春
の

行
政
相
談
月
間
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
宅
／
下
分
４
２
８
番
地　

☎ 

２
４

－

４
１
０
８

行
政
相
談
委
員
に

　

中
村
宏
一
さ
ん

５月の行政相談
と　き  ５月18日㈮
　　　  13：00～15：00
ところ  日高村社会福祉センター

総務省より
５月の21日㈪～27日㈰まで

「春季行政相談強調週間」です。
　詳しくは総務省高知行政評価事務所
行政相談課までおたずねください。
☎　 ０８８－８２４－４１００
FAX　０８８－８２４－４１９４
E-mail：mhirata@soumu.go.jp
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４
月
９
日
㈪
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。」
と
い
う
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
校

舎
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
、
活
気
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

　

登
校
し
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

い
学
年
の
靴
箱
に
自
分
の
名
前
を
見
つ

け
て
靴
を
入
れ
ま
し
た
。
ど
の
子
ど
も

も
間
違
わ
ず
に
新
し
い
教
室
に
行
き
ま

し
た
。

　

８
時
15
分
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
と
、

全
員
が
教
室
に
入
り
、
着
任
式
と
始
業

式
の
始
ま
り
を
静
か
に
待
ち
ま
し
た
。

８
時
30
分
に
全
学
年
の
先
生
が
教
室
に

入
り
、
朝
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
整
列

を
し
て
静
か
に
体
育
館
に
入
場
し
ま
し
た
。

　

８
時
45
分
か
ら
新
し
く
来
た
教
職
員
の
着

任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
校
長
先
生

か
ら
「
３
月
に
は
、
２
名
の
先
生
と
お
別
れ

し
ま
し
た
が
、
２
人
の
先
生
を
お
迎
え
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
曽
根
先
生
と
森
本
先

生
で
す
。」
と
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
曽
根

先
生
か
ら
は
、「
今
年
か
ら
み
ん
な
と
勉
強

を
し
ま
す
。
初
め
て
会
っ
て
、
あ
い
さ
つ
が

で
き
て
、
元
気
あ
ふ
れ
る
み
ん
な
で
し
た
。

早
く
み
ん
な
の
顔
と
名
前
を
覚
え
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
事
務
職
員
の
森
本
さ
ん
か
ら
「
中
学

校
か
ら
転
任
し
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
で
勤

務
す
る
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
教

え
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
と
早
く
仲
良
く
し

た
い
で
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
児
童
会
執
行
部
の
６
年
生

か
ら
全
校
を
代
表
し
て
「
４
月
か
ら
来
ら
れ

る
先
生
は
ど
ん
な
方
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
来
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。」

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
み
ん
な
で
、「
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
１
学
期
の
始
業
式
を
行
い
ま
し

た
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

あ
り
ま
し
た
。

　

10
時
か
ら
、
入
学
式
で
し
た
。
体
育
館
入

り
口
か
ら
、
６
年
生
に
一
人
一
人
手
を
引
か

れ
て
、
新
入
生
が
ゆ
っ
く
り
と
入
場
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
様
子
は
微
笑
ま
し
く
も
あ
り
、

ま
た
上
級
生
が
頼
も
し
く
も
見
え
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
前
に
特
設
さ
れ
た
１
年
生
の
席

に
、
６
年
生
の
エ
ス
コ
ー
ト
で
13
名
全
員
が

席
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
立
礼
を
し

た
後
は
、
国
歌
、
校
歌
の
斉
唱
を
し
ま
し
た
。

担
任
の
先
生
に
新
入
生
の
名
前
が
一
人
一
人

呼
ば
れ
る
と
、「
は
い
。」
と
元
気
な
声
で
返

事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
会

執
行
部
の
６
年
生
が
「
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
校
は
、勉
強
を
し
た
り
、

掃
除
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
場

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
具
も
あ
る
の
で

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
ぼ
く
た
ち
は
、

み
ん
な
が
来
る
の
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。」
と
歓
迎
の
こ
と

ば
を
い
い
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
か
ら
は
、「
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小
学
生
に
な
る
と

国
語
や
算
数
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遠
足
や
水
泳
、
運

動
会
な
ど
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
、

な
か
に
は
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
日
高
村
交
通
安
全
協
会
の
方
や

教
育
委
員
会
か
ら
お
祝
い
の
お
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
度
の
小
学
校
の
教
職
員
の

紹
介
を
し
て
、
無
事
に
入
学
式
を
終
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
早
く
小
学
校
生
活
に
慣

れ
て
、
楽
し
く
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

６
月
の
学
校
だ
よ
り
は
加
茂
中
の
予
定
で
す

響
き
わ
た
る
よ
う
に
全
員
が
校
歌
を
斉
唱
し

ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
は
、「
２
０
０
７

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
学

年
進
級
し
ま
し
た
。
新
し
い
学
年
で
新
し
い

気
持
ち
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
こ
と
の
一
つ
目
は
、
あ
い

さ
つ
で
す
。
顔
を
見
て
言
い
ま
し
ょ
う
。
二

つ
目
は
、
け
じ
め
を
つ
け
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
チ
ャ
イ
ム
等
で
、
切
り
替
え
る
こ
と
を

し
ま
し
ょ
う
。三
つ
目
は
、正
直
な
人
に
な
っ

て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。」
と
新
学
期
の
話
が

加茂小学校加茂小学校

－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－
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平成19年度事務分担表
平成19年４月１日現在

各
課
へ
の
直
通
ダ
イ
ヤ
ル

課　名 係　名 職　名 氏　名 職務内容
村 長 中野　益隆
副 村 長 森下　正敏

出 納 室
会計管理者 井上　健一

出納・物品管理・決算事務
出 納 係 係 長 安岡　里佳

議会事務局 事 務 局
局 長 山本　秀昭

議会関係事務・監査事務
主 幹 青木　　史

総 務 課

課 長 戸梶　真幸 人事文書・物品購入・防犯灯・町
村会、工事の入札・検査・行革・
電子化

技査兼課長
補佐兼係長 戸梶正一郎

総 務 係
主監兼係長 藤田　　妙 統計・職員安全衛生・職員共済・

職員研修・給与・勤務条件・定員
管理主 幹 隅田　　静

財 政 係
係　長（兼）戸梶正一郎

財政全般
主 幹 今井　明秀

危 機
管 理 係

係　長（兼）戸梶正一郎 消防・危機管理・自衛隊・交通安
全・地域安全主 事 大川　健輔

選挙管理委
員会事務局

選挙管理委
員会事務局

書　記（兼）戸梶　真幸
選挙管理委員会事務全般

書　記（兼）戸梶正一郎

企 画 課

課 長 中村　幸広
地域振興・管財・企画全般課長補佐兼係長 藤田　　浩

課長補佐兼係長 中山　京子

企 画 係
係　長（兼）藤田　　浩 振興計画・グランドワーク

主監兼係長 浜田　郁子 広報・福祉バス・公用車車検

住 宅・
管 財 係

係　長（兼）中山　京子 改良住宅・公有財産管理

主 幹 大川　清弘 公営住宅・住宅新築資金

住 民 課

課 長 井上　哲英
住民税・固定資産税・国民健康保
険税、窓口業務全般課長補佐兼係長 坂東　隆一

課長補佐兼係長 藤本　正子

課 税
収 納 係

係　長（兼）坂東　隆一 法人税・たばこ

主監兼係長 森下　浩明 固定資産税

主 幹 森澤かえで 住民税・軽自動車税

滞 納
整 理 係

主監兼係長 大川内慎治
滞納整理

主 事 依光　順子

国 保
年 金 係

係　長（兼）藤本　正子 年金

主 幹 山崎　　明 国民健康保険資格賦課収納

住 民 係

係　長（兼）藤本　正子
住民基本台帳・戸籍・窓口事務主 幹 岡林　貴志

主 事 山本　奈央
主 幹 西　　裕子 能津出張所事務兼能津小学校事務

健 康
福 祉 課

課 長 谷本　　勲
福祉・保健全般課長補佐兼係長 片岡　信次

課長補佐兼係長 岡本　敏子
児童福祉係 係 長 前田　孝治 保育・児童手当・児童扶養手当

障 害 者
福 祉 係

係 長 山下かのう 障害者自立支援関係全般・生活保
護・乳幼児・母子・障害者・高齢
障害者医療等、障害者総合相談主 幹 谷脇　昌子

高齢者福
祉係・介
護保険係

係 長 松岡　一宏 介護保険全般・認定調査、高齢者
福祉全般主 事 大平　師也

国 保 係
主監兼係長 中岡　静香

国民健康保険医療給付主 幹 今井　由香
主 幹 井上　孝子

老人医療係 係　長（兼）中岡　静香 老人医療全般・戦没者弔慰金

包括支援
センター

センター長 片岡　信次
介護予防マネジメント・高齢者総
合相談・地域ケア会議・包括的継
続的マネジメント

保 健 師 田中　美妃
保 健 師 増井　亜紀
主 事 西岡　由香

保 健 係
主 幹 山内　浩江 健診全般・健康づくり・健康相談・

保健指導・乳幼児健診・献血推進保 健 師 川村　未央

子育て支援
セ ン タ ー

センター長 岡本　敏子 子育て相談全般、次世代育成・要
保護児童・４，５，６歳児健診主 幹 森下　美和

福 祉
児 童 館

館 長 山中　鶴幸 福祉館運営管理・生活相談・デイ
サービス・移送サービス主 幹 安部　拓大

主 幹 寺田由美子 児童館運営管理・子ども会育成

課　名 係　名 職　名 氏　名 職務内容

建 設 課

課 長 杉本　　勇 砂防・急傾斜地・生活道資材補助・
小規模土地改良事業課長補佐兼係長 川村　正仁

用 地
管 理 係 主監兼係長 前田巳千子 公有財産の取得処分・水道料金の

収納・その他庶務

土 木 係
係　長（兼）川村　正仁 日下川、戸梶川の治水に関すること

主 事 西村　篤史 市町村道・公共土木施設・農業用
施設・交通安全施設主 事 尾崎　誠一

水 道 係 係 長 西森　　稔 水道全般に関すること

産 業
環 境 課

課 長 寺田幸次郎 農林商工業振興・観光・土地利用・
イベント・環境課長補佐兼係長 森下　純男

地 籍
調 査 係

係 長 森下　和知

地籍調査全般
主 幹 藤岡　明仁
主 幹 松本　直久
主 事 戸梶　泰彰

産 業
振 興 係

係　長（兼）森下　純男

農林・商工業振興・観光・有害鳥
獣駆除・環境衛生・公害関係全般

主 幹 森田　　生

環 境 係
係 長 藤原信太郎
主 幹 森下多津子

農業委員
会事務局

農業委員
会事務局

局　長（兼）寺田幸次郎

農業委員会事務全般
次　長（兼）森下　純男
事務局員（兼）藤原信太郎
事務局員（兼）森田　　生

教 育
委 員 会

教 育 長 金子　真也
教 育 次 長 森下　輝夫 教育全般

学 校
教 育 係

係　長（兼）森下　輝夫 学校事務・就学援助・奨学資金・
文化財

研修指導員 岩本　初美 学校教育指導

地 域
教 育 係

係 長 坂本　　昭 放課後子どもプラン、人権教育・
地域教育・生涯学習・公民館活
動・地域スポーツ・運動公園管理、
JETプログラム

主 幹 須藤　　静
主 幹 前田　修平

給 食
センター

所　長（兼）金子　真也

学校給食
主 監 隅田恵美子
主 幹 矢野　鈴子
主 幹 下元　和子

補 導
センター

所　長（兼）金子　真也
青少年の健全育成

専 門 職 野村　宇嗣

教 育
相 談 所

所　長（兼）金子　真也
教育相談活動

相 談 員 西　　紘幸
図 書 館 館　長（兼）金子　真也

産休・育児
休業職員

総 務 課 前田　三紀
教育委員会 谷口　美恵

総務課 本郷61－1 24－5113
出納室 　　〃 24－5111
住民課 　　〃 24－5111
企画課 　　〃 24－5113
建設課 　　〃 24－5114
産業環境課 本郷200－7 24－4647
教育委員会 本郷61－1 24－5115
議会事務局 　　〃 24－7777
健康福祉課 　　〃 24－5112
保健・子育て支援センター 沖名23 24－7851
児童・障害福祉、

包括支援センター 本郷61－1 24－5197

老人医療・国保（給付） 　　〃 24－5112
能津出張所 本村8 24－5141
東部福祉館 下分1672 24－5440
東部児童館 下分1297 24－5604
西部福祉館 本郷3492－3 24－4136
土地改良区 本郷200－7 24－5202
土地開発公社 　　〃 24－5331



58億2,307万円58億2,307万円

平成19年度
一般会計予算額　31億8,983万円
平成19年度
一般会計予算額　31億8,983万円

全会計トータルは

各特別会計予算額
　住宅新築資金等特別会計 4,043万円
　国民健康保険特別会計 8億 216万円
　老人保健特別会計 10億2,070万円
　簡易水道特別会計 1億6,591万円
　介護保険特別会計 6億 404万円

　
平
成
19
年
度
当
初
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
、

一
般
会
計
の
総
額
は
、
３
１
億
８
、９
８
３
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
額
（
２
８
億
１
、６
３
６
万
円
）
と
比
較

し
て
１
３
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
関
し
て
は
、
国
の
行
財
政
改
革
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
が
前
年
度
と
比
べ

少
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
定
率
減
税
の
廃
止
等
に
伴

う
地
方
税
の
増
や
単
年
度
の
特
殊
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
地
域
振
興
策
に

充
当
さ
れ
る
高
知
県
地
域
振
興
対
策
交
付
金
（
県
支
出
金
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歳
出
面
に
お
い
て
は
、
地
域
振
興
策
の
実
施
に
伴
い
、

投
資
的
な
経
費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
や
、
低
コ
ス
ト

耐
久
性
ハ
ウ
ス
建
設
へ
の
補
助
金
（
単
年
度
特
殊
要
因
）

な
ど
の
補
助
費
等
、
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
盛

り
込
ん
だ
扶
助
費
に
お
い
て
、
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

総
額
と
し
て
は
前
年
度
を
上
回
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

増
額
と
な
っ
た
要
因
は
単
年
度
特
殊
要
因
が
主
で
、
こ
れ

ら
を
除
く
と
、
昨
年
度
並
み
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
然
と
し
て
続
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
本
村
が
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

次
の
３
点
を
重
点
化
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
。

　
①
自
主
防
災
意
識
の

高
揚
な
ど
自
助
共
助
を

機
軸
と
し
て
南
海
地
震

に
備
え
る
。
②
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
造
る
。
③
今
日
ま
で

の
村
づ
く
り
に
関
す
る

固
定
観
念
を
払
拭
し
住

民
力
の
集
結
に
よ
る
新

た
な
村
づ
く
り
を
目
指

す
。

平成19年度 一般会計歳入性質別内訳

地方交付税
42.3%

国庫支出金
11.0%

県支出金
9.8%

その他の特定財源
8.8%

その他の一般財源
8.9%

地方債（村債）
1.9%

地方税（村税）
17.2%

平成19年度 一般会計歳出性質別内訳

扶助費
9.3%

公債費
18.0%物件費

11.9%

人件費
18.8%

繰出金等その他
12.5%災害復旧事業費

0.0%

普通建設
事業費
11.8%

貸付金
0.1%

補助費等
17.6%

─広報ひだか 5月号─　（6）（7）　─広報ひだか 5月号─

歳入（用語解説） 単位：万円
予算額 対前年度比 解　　説

地方税
（村税） 54,928 37.2%

村に課税権があり、村内にお住まいの方や企
業等から支払われるもの（村民税、固定資産税、
軽自動車税、村たばこ税など）

地方交付税 134,915 △4.0% 全ての地方公共団体が一定水準の行政サービ
スを確保できるよう国から交付されるもの

その他の
一般財源 28,445 △29.1%

本来地方税に属すべき財源をいったん国税と
して徴収し、地方公共団体へ譲与される地方
譲与税や、地方消費税の一定割合が交付され
る地方消費税交付金、財源不足に対処するた
めの特例的な臨時財政対策債など

地方債（村債） 6,170 25.7% 村が道路整備事業などの大きな事業を行う財
源として長期間借り入れるもの

国庫支出金 35,166 117.9%
道路整備事業など特定の行政目的の財源とし
て国から交付されるもの（19年度特殊要因…
輸入急増戦略的対応特別対策事業交付金（ハ
ウス建設補助）　1億8,761万円）

県支出金 31,163 77.8%
道路整備事業など特定の行政目的の財源とし
て県から交付されるもの（19年度特殊要因･･･
高知県地域振興対策交付金等　1億4,181万円）

その他の
特定財源 28,196 25.8%

保育料など、特定の事業について利益を受け
る方から徴収する負担金や、特定の目的のた
めに基金等から入る繰入金など

歳出（用語解説） 単位：万円
予算額 対前年度比 解　　説

人件費 59,872 △1.7% 議員・職員等に対して、勤労の対価、報酬と
して支払われる経費

扶助費 29,762 5.4%
社会保障制度の一環として、児童手当、乳児・
老人・重度心身障害者等の医療費などに要す
る経費

公債費 57,259 △7.0% 村債を返済するための経費

物件費 37,856 △3.5% 臨時職員への賃金や消耗品費、委託料、備品
購入費など消費的性質を持つもの

補助費等 56,139 49.0% 各種団体に対する助成金や一部事務組合への
負担金などに支払われる経費

貸付金  456 △20.8% 奨学資金で貸付にかかる経費
普通建設
事業費 37,795 89.1% 道路や学校など社会資本の整備に要する投資

的な経費
災害復旧
事業費   17 △97.1% 災害復旧など社会資本の整備に要する投資的

な経費

繰出金等
その他 39,827 21.0%

一般会計から国民健康保険などの特別会計に
支出される繰出金や施設を補修する維持修繕
費、出資金など



　４月５日、高知会館において、高知県交通安全指導員委嘱式が
開催されました。当日は、橋本大二郎高知県知事から、指導員一
人ひとりに委嘱状が手渡され、日高村においても５名の方が委嘱
を受けました。村内各地で交通安全教育や街頭指導の先頭に立ち、
活躍してくれることになります。

日高駐在所所長　藤本統一
　日高駐在所の所長であった棚橋が本署
へ異動となったのに伴い、長沢駐在所よ
り赴任してきました藤本統一です。受け
持ちは日高村の西部方面である、本郷・
岩目地・九頭地区となります。何かあり
ましたらお気軽にお声をおかけください。

駐在さんが代わりました 交
通
安
全
指
導
員
が
決
ま
り
ま
し
た

畑山 博信氏山下 忠一氏 森下 好孝氏

坂本 泰介氏西内恵美子氏

交通安全協会日高支部からのお知らせ

まもなく春の全国交通安全運動がはじまります。
実施期間　平成19年５月11日㈮～平成19年５月20日㈰

基 本 事 項
子どもと高齢者の交通事故防止

〈子どもには〉　春は、新入園・新入学のシーズンです。通園・
通学の子どもたちを地域ぐるみで交通事故から守りましょう。

〈歩行者の方は〉　道路を横断する際は、左右の安全をよく確か
め、道路中央付近で今一度左方の安全確認をする余裕をもっ
て横断してください。通り慣れた自宅付近の道路でも、しっ
かり安全確認をしましょう。

〈運転者の方は〉　個人差はありますが、加齢とともに身体機
能が衰えていることを自覚して、より慎重な運転を心がけま
しょう。また、70歳以上の方は、高齢者マークを付けて運転
するように努めましょう。

〈まわりの方は〉　高齢者や子どもを見かけたら、その行動に注
意し、思いやりを持って行動しましょう。

重 点 項 目
自転車の安全利用の推進

〈自転車利用者は〉　自転車も交通社会の一員であることを自
覚して、交通ルールを守りましょう。特に、
★ 無灯火・二人乗り・傘差し運転は絶対にしない！
★ 運転中の携帯電話使用禁止！
★ 歩道等での並進や暴走などの危険運転をしない！

といったことを遵守してください。
　また、自転車を止める時は、歩行者や車の通行の妨げに
ならないようにしましょう！

後部座席を含むシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底

〈シートベルトは〉　あなたや家族の命を守ります。車に乗っ
たら後部座席の方も必ずシートベルトを着用するように習
慣づけましょう。

〈チャイルドシートを着用してこどもの命を守ろう！〉
６歳未満の子どもには着用が義務付けられています。
子どもの安全のために、体格にあったものを選び、正しく
着用しましょう。

飲酒運転の根絶
★運転をするなら酒を飲まない。
★酒を飲んだら運転しない。
★運転する人に酒をすすめない。
★酒を飲んだ人に運転させない。

　飲酒運転「四（し）ない運動」を徹底し、その輪を『家庭』『職
場』『地域』へと広め、飲酒運転の無い安全で住み良い地域
を実現しましょう。

運動の目的
　この運動は、県民一人ひとりが交通安全に対する意識を高め、
交通ルールを守り、交通マナーの向上に努めるとともに、安全
で安心な人にやさしい交通環境の改善に向けた取り組みを推進
することにより、交通事故を防止することを目的とする。

運動の進め方
　関係機関・団体は相互の連携を密にして、地域や組織の実
情に応じた実効性のある運動を実施するとともに、その効果
が本運動終了後も持続できるように努める。また、各種広報
啓発活動を通じて、この運動が県民総ぐるみの運動として幅
広い層に浸透し、実践されるように努める。

子どもと高齢者を交通事故から守ろう

〈飲酒運転を
　しない環境づくり〉
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総務課

住民課

企画課

建設課

教育委員会

議会事務局

産業環境課

健康福祉課

保健センター

東部福祉館

東部児童館

能津出張所

土地改良区

開発公社

総務課

住民課

企画課

建設課

教育委員会

議会事務局

産業環境課

健康福祉課

保健センター

東部福祉館

東部児童館

能津出張所

土地改良区

開発公社

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

─広報ひだか 5月号─　（8）（9）　─広報ひだか 5月号─

県
営
住
宅
入
所
者
募
集

　

今
回
日
高
村
内
で
募
集
を
行
う
団
地
は
、日
高
団
地（
２

戸
）
の
１
団
地
で
す
。
申
し
込
み
方
法
が
郵
送
で
の
申
し

込
み
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
直
接
持
参
も

可
能
で
す
の
で
、
申
し
込
み
方
法
や
入
居
申
し
込
み
資
格

な
ど
、
詳
し
く
は
「
募
集
案
内
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
配
布

　

５
月
１
日
㈫
〜
20
日
㈰

●
配
布
場
所

日
高
村
役
場
企
画
課
、
県
庁
１

階
募
集
要
項
コ
ー
ナ
ー
、
高
知

県
住
宅
供
給
公
社
、
高
知
県
ふ

く
し
交
流
プ
ラ
ザ
、
高
知
市
内

の
各
市
民
会
館
及
び
奈
半
利
町
・

安
芸
市
・
香
美
市
・
南
国
市
・

本
山
町
・
い
の
町
の
各
市
町
村

役
場

●
申
し
込
み
受
け
付
け
期
間

　

５
月
10
日
㈭
〜
20
日
㈰

　

郵
送
の
場
合

５
／
10
〜
５
／
20
の
郵
便
局

の
消
印
が
あ
る
も
の
が
有
効

　

持
参
の
場
合

受
け
付
け
期
間
の
土
・
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
正
午
〜
午
後
１
時
休

憩
）

●
申
込
書
提
出
及
び
送
付
先

　

高
知
市
九
反
田
４
番
10

－

401
号

（
ト
ッ
プ
ワ
ン
四
国
４
階
）

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
８
８

－

８
８
３

－

０
３
４
４

村営住宅入居者募集について
●村営住宅名　国岡団地Ｂ棟
●募 集 戸 数　３戸（24号室、26号室、33号室）
●構　　　造　鉄筋コンクリート造り３階建　３ＤＫ
●所　在　地　日高村下分3092番地2
●募 集 期 間　平成19年５月１日～５月18日
●入居予定日　平成19年６月初旬の予定です。
●住宅使用料　毎年見直しにて、入居者家族全員の所得に応じ
　　　　　　　て決定いたします。
●村営住宅入居許可申請書等関係書類配布場所

日高村役場企画課　　☎２４－５１１３
日高村立東部福祉館　☎２４－５４４０
日高村立西部福祉館　☎２４－４１３６

●受け付け場所　日高村役場企画課
直接ご本人が受け付け場所へお越しのうえ、申し込みを
してください。郵送による受け付けはいたしません。

　申し込み手続きの詳細については、受け付け場所で説明いた
します。
　尚、入居決定後に月々2,000円の団地自治会の共益費が必要で
す。また、入居決定後、住宅使用料の３ヶ月分の敷金が必要です。
お問い合わせ先
　日高村役場企画課　☎２４－５１１３

●募集団地
団地名 募集戸数 住戸番号 間取り等 備　　考

日高 ２ Ｒ1－1
Ｒ2－24

６、６、
4.5、4.5、
DK、風呂

家賃、階数、入居資格等詳
細は「募集案内」でご確認
ください。

村
公
営
住
宅
条
例
改
正
（
暴
力
団
員
の
村
公

営
住
宅
か
ら
の
排
除
）
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
村
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
改
正

い
た
し
ま
し
た
。
条
例
の
改
正
内
容
は
、
入
居
者
資
格
と
明
け
渡
し
請
求

等
の
条
例
改
正
で
す
。
改
正
内
容
は
、
そ
の
者
又
は
同
居
者
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
等
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
。
又
、
入
居
者
又
は
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と

き
は
、
村
長
は
明
け
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
た
改
正
で
す
。

共
同
で
住
み
よ
い
、
楽
し
い
住
宅
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
高
知
で
す
。
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
に
関
す
る
住
民
投
票
か
ら
３
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
オ
タ
カ
が
計
画
地
の
周
辺
で
確
認
さ
れ
た

り
、
計
画
変
更
が
あ
っ
た
り
し
て
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
用
地
の
取
得
に
も
メ
ド
が
た
ち
ま
し
た
の
で
、

よ
う
や
く
こ
の
４
月
か
ら
日
高
村
の
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

に
事
務
所
を
移
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
の
と
こ
ろ
職
員
は
渡
辺
、
有
澤
、
肥
本
の
３
名
体
制
で

す
が
、
県
庁
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
も
ら
っ
て
、
夏
頃
に

は
本
体
工
事
の
発
注
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
疑
問
な
点
や
ご
意
見
が
あ
る
場
合
は
、
是
非
、
声

を
か
け
て
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

財
団
法
人
エ
コ
サ
イ
ク
ル

高
知
の
事
務
所
開
設

日高村本郷200番地７
日高村就業改善センター１階
　　☎２４－６２１０

事務所の
所在地
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　春の行楽シーズン
になりました。ハイ
キングや山菜採りな
どで山に入られる機
会も多くなりますが、
今年はイノシシによ
る人身事故が連続し
て発生しています。
　本来イノシシは臆病な動物ですから人を襲うこと
はまれですが、興奮状態にあったり、至近距離で突
然出会った場合などは襲ってくることがあります。

❖ イノシシに出会った場合は
次のことに注意してください。❖

◆通常はイノシシの方から逃げていきますが、たて
がみを逆立てカッカッなどと威嚇している興奮し
たイノシシと出会った時は、急に走り出して更に
イノシシを興奮させないよう、あわてず速やかに
その場を立ち去るようにしましょう。
◆棒を振り上げたり、石を投げたりしてイノシシを
刺激しないようにしましょう。
◆イノシシの子（うり坊）を見かけても、かわいい
からと近づいたり追いかけたりしないようにしま
しょう。近くに母イノシシがいる可能性があります。
◆とにかくイノシシと出会った時は冷静になって相
手の出方をうかがいましょう。万一に備えて登れ
る木があるかどうか周囲を見渡す余裕も忘れない
でください。

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼
却
す
る
習
慣

は
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理
の
た
め
に
相

応
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、
ご
み
質
も
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た

焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す
る
苦
情
、
最

近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微
量
で
も
ガ
ン
や

奇
形
を
起
こ
す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う

え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
土
、
川
、

◎「廃棄物の処理及び清掃に関
する法律」により廃棄物の野
焼きは一部の例外を除いて禁
止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となり
ます。

５年以下の懲役もしくは1,000
万円以下の罰金、またはこれ
らの両方

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

　

本
年
４
月
か
ら
日
高
村
内
の
各
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
各
種
ゴ
ミ
の
収

集
業
者
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
収
集
日
程
に
つ
い
て
は
、

先
に
配
布
し
た
収
集
日
程
表
の
と
お

り
収
集
し
ま
す
の
で
、
日
程
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
収
集
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
取
り
残

し
の
な
い
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
万
が
一
取
り
残
し
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
産
業
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
可
燃
ご
み
・
缶
類
・
ビ
ン
類
】

　

杉
本　

繁
・
山
中
正
男

【
不
燃
ご
み
・
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
】

　

有
限
会
社　

錦
山
通
商

【
紙
類
・
布
類
】

　

有
限
会
社　

大
前
田
商
店

•
ゴ
ミ
は
必
ず
種
類
ご
と
に
分
別

し
、
村
の
指
定
ゴ
ミ
袋
で
各
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

•
分
別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
指

定
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
ゴ
ミ

は
収
集
し
ま
せ
ん
。

•
収
集
日
以
外
に
は
、ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

•
ゴ
ミ
は
収
集
日
当
日
の
午
前
８

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　

産
業
環
境
課 

☎
２
４

－

４
６
４
７

　

日
高
村
で
は
、
村
民
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
分
別
意
識
を

高
め
、
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
推
進
及
び
堆
肥
と
し
て
の
再

資
源
化
を
図
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で
処
理
機
購
入

費
用
の
一
部
に
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
補
助
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

補
助
対
象
者

1
日
高
村
の
住
民
基
本
台
帳
又
は
外
国
人
登
録
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
者

2
右
記
の
者
で
、
公
租
公
課
に
滞
納
が
な
い
者

3
住
所
又
は
居
住
地
に
つ
い
て
処
理
機
を
設
置
し
維

持
管
理
が
出
来
る
者

4
処
理
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
堆
肥
化
物
を
処
理
出
来

る
者

２ 

補
助
金
額
と
補
助
予
定
数

1
処
理
機
購
入
費
（
消
費
税
込
み
）
に
２
分
の
１
を

乗
じ
た
額
（
但
し
、
100
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、

限
度
額
を 

２
０
、０
０
０
円
と
し
ま
す
。

2
本
年
度
補
助
予
定
件
数
は
10
機
分
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

３ 

申
請
方
法

1
役
場
産
業
環
境
課
で
申
請
用
紙
等
を
受
け
取
る
。

2
処
理
機
販
売
店
等
で
処
理
機
を
購
入
し
、
購
入

の
領
収
書
、
購
入
し
た
処
理
機
が
分
か
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
も
ら
う
。

3
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
、
押
印
の
う
え
前

項
の
領
収
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
添
付
し
、
役

場
産
業
環
境
課
ま
で
提
出
す
る
。

4
補
助
決
定
後
の
翌
月
末
に
口
座
振
込
み
に
よ
り
申

請
者
に
補
助
金
を
入
金
し
ま
す
。

４ 

そ
の
他

　

補
助
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
と
し
ま
す
の
で
、
本
年

度
予
定
数
に
な
り
次
第
、
終
了
し
ま
す
の
で
、
補
助
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
産
業
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
４

－

４
６
４
７

生
ご
み
電
動
式
処
理
機
購

入
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

イノシシに

ゴ
ミ
の
収
集
業
者
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々

に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の
は
、
母
体
や
母

乳
↓
赤
ち
ゃ
ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21
世

紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
野
焼
き
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７

ドラム缶で
焼いても
野焼きです！

注
意
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日 月 火 水 木　 金 土
1 2 3 4 5

子育て支援センターは月曜日～金曜日8：30～12：00・13：00～14：30まで施
設開放しています。気軽においでください（土日・祝日はお休みです）。
電話相談も利用してください。☎ 24-5665（子育て専用）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

6 7 8 9 10 11 12

♥ ♥

すくすくひろば
10時～12時
「食について」参加したみんな
で話し合いましょう

能津地区
総合健診

（能津小学校）
♥ ♥

13 14 15 16 17 18 19

♥

３歳児健診
（対象児：H15.5.16

～ H16.1.15生）　　
施設は開放していますが、担当
は出張で留守にします。

すくすくひろば
10時～12時
日高運動公園のこうえんに集合
お茶・着替え持参　
雨天の時は保健センター ♥ ♥

20 21 22 23 24 25 26

♥ ♥ ♥ ♥

育児相談
10時～12時
どんな相談でも承ります

献血
（日高村総合

運動公園）
27 28 29 30 31

♥

大腸がん検診容器・喀痰容
器回収

♥ ♥ ♥
♥は子育て支援センターの施設を開放している日です。　※いけばなは偶数月に実施します。次回は６月です。

日高村保健センターからのお知らせ
＊
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

入
園
入
学
で
集
団
生
活
が
始
ま
り
、
お
子
様

も
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
お
子
様
の
体
調
の
良
い
時
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
１
回
の
予
防
接
種
で
は

十
分
な
免
疫
が
付
か
な
い
こ
と
が
数
パ
ー
セ
ン

ト
の
割
合
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
18
年
６
月
か
ら
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
を
〝
生
後
12
ヶ
月
か
ら
24
ヶ
月
未
満

（
第
１
期
）〞
と
〝
５
歳
以
上
７
歳
未
満
で
小
学

校
就
学
前
（
第
２
期
）〞
に
２
回
接
種
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

•
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

◉６月の乳幼児健診の
日程変更のお知らせ

■変更前：６月12日㈫
　　　　　　　⬇
■変更後：６月26日㈫
　＊対象者には個別通知します。

◉平成18年度基本健診結果
　平成18年度日高村で実施された基
本健診では798人の方が受診しまし
た。
　その結果、最も多かったのは脂質（高
脂血症）でその人数は283人で受診者
の35.5％を占めています。

お問い合わせ
日高村保健センター
２４－７８５１

＊
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

現
在
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
と
重
篤
な
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）
の
発
症
事
例

と
の
因
果
関
係
が
厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
、
定
期
の
予
防
接
種
に
お
い
て
積
極
的
な

勧
奨
は
中
止
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
安
全
性
の
高
い
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の

見
通
し
が
つ
き
、
再
開
と
な
り
ま
し
た
ら
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

　

●
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
）

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
70
〜
200

万
回
に
１
回
程
度
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
脳
神
経
系
の
病
気
で
発
熱
、頭
痛
、

け
い
れ
ん
、
運
動
障
害
な
ど
の
症
状
が
で
ま

す
。

＊
予
防
方
法

戸
外
に
出
る
時
は
で
き
る
限
り
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
を
着
用
し
た
り
、
虫
除
け
ス
プ

レ
ー
を
使
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
蚊
に
刺

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日 高 村 保 健 セ ン タ ー ・ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 行 事 予 定5月



コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第96号　2007.５.１　日高村立図書館

新年度にあたって

ご挨拶
　４月から図書館で勤務している山中和子
（やまなかやすこ）です。
　本が好きで図書館での仕事に憧れていま
したが、実際に働くのは初めてです。
　「この本ありますか？」とのご質問に館内
を右往左往したり、あまり頼りにならない
とは思いますが、どうぞ、気軽にお声をか
けてください。
　村民の皆様のご来館をお待ちしています。

山中和子さん

4月23日は
『こどもの読書の日』。楽
しく読んでもらえるよう絵本の

コーナーに企画展示をしています。
今回はお父さんの視点に注目してみました。
産経新聞社の記者である桑原聡さんが選んだ「わ
が子をひざにパパが読む絵本50選」の
絵本を展示しています。ご利用
ください。桑原さんの本は
展示が終わるまで貸
出ができません。

子
ど

も
読書
の日

子
ど

も
読書
の日

本をたのしもう
！本をたのしもう
！

　子育て支援センターのブックスタートの
お手伝いに行って来ました。図書館はボラ
ンティア（朗読ひだか）の人たちといっし
ょに絵本をお母さんと赤ちゃんに受け渡し
ています。
　今年もよろしくお願いします。

　12日（土）に「朗読ひだか」
と「ぷちとまと」がいっしょ
に読み聞かせをします。

AM10:00～ 11:00　朗読ひだか
AM11:00～ 12:00　ぷちとまと

4月14日 土

4月20日 金

　朗読ひだかより、山根さん、馬場さんが
きてくれました。人数が少なかったので、
手品あそびをしました。たのしかったよ！
　おともだちといっしょにきてね！

「広報ひだ
か」

に掲載

  去年は２ヶ月に１回だった新
刊購入が毎月できるようにな
りました。どうぞお楽しみに。

＊20日以降のことは
　翌月報告します。

職員の紹介職員の紹介職員の紹介

５月の
読み聞かせ

55月
５月からコスモス文庫通信は「広
報ひだか」で掲載させてもらえ
ることになりました。
　より多くのみなさまに日高
村立図書館を利用していただ
けたらと思います。
　今後とも、よろしくお願いい

たします。

毎月新刊が

はいります

お知
らせお知
らせ

４月行事

─広報ひだか 5月号─　（10）（11）　─広報ひだか 5月号─



─広報ひだか 5月号─　（12）（13）　─広報ひだか 5月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

　

年
金
を
請
求
す
る
方
の
利
便
性
を
考
え
請
求
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
年
金
の
加
入

記
録
を
あ
ら
か
じ
め
印
字
し
た
老
齢
年
金
の
「
裁
定
請
求
書
」
を
、

年
金
支
給
開
始
年
齢
の
約
３
ヶ
月
前
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ

り
送
付
し
て
い
ま
す
。

《
送
付
対
象
者
》

○
60
歳
の
３
ヶ
月
前
に
送
付
さ
れ
る
方

•
60
歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
方

○
65
歳
の
３
ヶ
月
前
に
送
付
さ
れ
る
方

•
65
歳
に
初
め
て
老
齢
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
方

•
65
歳
前
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方

《
裁
定
請
求
書
が
送
付
さ
れ
た
ら
》

　

請
求
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
年
金
の
加
入
記
録
等
を
確
認
の
う
え
、

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

戸
籍
・
住
民
票
な
ど
の
必
要
書
類
の
準
備
及
び
裁
定
請
求
書
の
提

出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
給
権
発
生
日
（
お
誕
生
日
の
前
日
）
よ
り

後
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５
）
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
の「
裁
定
請
求
書
」

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
期
限
内
に

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の
納
付
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
負
担
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
納

付
し
な
い
人
に
対
し
て
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
年
金
額
の
改
定
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
18
年
の
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
比
変
動

率
は
プ
ラ
ス
0.3
％
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
過
去
に
お
い
て
３
年
間

に
（
平
成
12
年
か
ら
平
成
14
年
度
ま
で
）、
物
価
が
下
落
し
た
に
も
か

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ
（
５
月
）

○
第
２
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

５
月
14
日
㈪
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
年

金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
５
月
７
日
㈪
、
21
日
㈪
、

28
日
㈪
に
つ
き
ま
し
て
も
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま

で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

５
月
12
日
㈯
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

か
わ
ら
ず
年
金
額
は
引
き
下
げ
ず
に
据
え
置
い
た
（
1.7
％
）
経
緯
が

あ
り
、
現
在
の
公
的
年
金
額
は
、
本
来
の
水
準
よ
り
も
特
例
的
に
高

い
水
準
の
年
金
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
及
び
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
が
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
平
成
19
年
度
の
年
金
額
は
平

成
18
年
度
と
同
額
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
特
別
障
害
給
付
金
の

額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
よ
り
0.3
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。



─広報ひだか 5月号─　（12）（13）　─広報ひだか 5月号─

池野いちび選

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
ね
こ
や
な
ぎ

　
　
　

川
面
に
写
す
か
げ
ゆ
れ
て

山
中　

静
江

　

猫
柳
は
川
の
ほ
と
り
や
、
池
、
沼
な
ど

の
水
の
近
く
に
生
え
て
い
ま
す
。春
早
く
、

猫
の
毛
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
銀
ね
ず
み

色
の
猫
柳
が
水
に
う
つ
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
春
が
来
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

○
春
の
日
の
縄
と
び
上
手
じ
ま
ん
顔

河
村　

時
子

　

だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
外
に
出
て
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
縄
と
び
で
す
。
縄
を
飛
び
こ
し
た

り
く
ぐ
っ
た
り
す
る
の
が
、
じ
ま
ん
で
き

る
ほ
ど
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

○
吹
く
風
に
水
仙
ゆ
れ
て
右
左

山
本
眞
知
子

　

ま
だ
寒
い
時
に
咲
く
水
仙
は
、
な
ん
と

な
く
上
品
な
感
じ
が
し
ま
す
。
風
が
吹
く

と
、
筒
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
花
が
、
右

に
左
に
ゆ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
仙
が
話
し
か
け
て
い
る
よ
う
な
俳
句

で
す
。

○
二
年
前
植
ゑ
し
さ
く
ら
の
花
見
か
な

山
中　

芳
子

　

お
と
と
し
植
え
た
桜
に
、
は
じ
め
て
花

が
咲
い
た
の
で
し
ょ
う
。木
の
丈
は
ま
だ
、

あ
ま
り
高
く
は
な
く
、
花
も
ま
ば
ら
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
咲
い
た
桜
の
花

を
見
る
喜
び
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
や
は
ら
か
き
日
を
背
に
受
け
て
梅
香
る

寺
田　

信
子

　

二
月
頃
は
、
ま
だ
寒
さ
が
き
び
し
い
で

す
が
、
風
の
な
い
日
に
は
背
中
に
あ
た
る

日
を
、
あ
た
た
か
く
感
じ
る
時
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
日
に
、
春
の
さ
き
が
け
と
し

て
の
梅
の
花
が
匂
っ
て
き
ま
し
た
。
お
だ

や
か
な
、
日
和
で
す
。

○
蕗
の
薹
味
噌
と
苦
味
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

西
森　

睦
子

　

蕗
の
薹
は
、
ま
だ
雪
の
残
っ
て
い
る
よ

う
な
野
や
、
庭
の
隅
な
ど
に
出
て
き
ま
す
。

こ
れ
を
汁
物
に
し
た
り
、
練
味
噌
な
ど
に

し
て
食
べ
る
と
、
ほ
ろ
苦
く
、
ま
さ
に
、

早
春
の
香
り
が
し
ま
す
。

○
桜
見
て
気
分
い
っ
ぱ
い
、
腹
い
っ
ぱ
い

藤
本
フ
ジ
コ

　

楽
し
い
花
見
で
す
。
し
た
し
い
人
と
の

話
も
は
ず
ん
で
、
気
分
が
盛
り
あ
が
り
、

ご
ち
そ
う
を
食
べ
て
、
お
な
か
も
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
、
歌
も

き
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“新緑”です。
日　時　平成19年５月９日㈬ 13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

伊
野
部
哲
也

住
職
の
鬢び
ん

を
伸
ば
せ
る
日
永
か
な

春
眠
の
足
の
先
よ
り
昇
り
く
る

柏
井　

皓
子

春
雷
の
あ
と
に
静
か
な
闇
戻
る

田
植
機
の
写
る
景
色
を
踏
ん
で
行
く

片
岡　

幸
枝

た
ゆ
た
う
て
堰
を
越
え
ゆ
く
花
筏

白
壁
に
止
ま
る
雨
の
落
花
か
な

門
田
の
ぶ
子

風
運
ぶ
子
等
の
声
あ
り
春
休
み

気
心
の
知
れ
た
る
仲
や
四
月
馬
鹿川

瀬　

晴
恵

隅
っ
こ
に
一
つ
席
あ
る
夕
ざ
く
ら

咲
き
満
ち
て
風
棲
ん
で
ゐ
る
雪
柳北

添　

正
子

溜
池
の
中
州
に
届
く
花
筏

花
冷
や
仕
ま
ひ
し
服
を
取
り
出
し
ぬ

鎮
西　

美
緒

朝
刊
を
見
直
す
午
後
や
日
の
永
し

荒
れ
畑
に
声
か
け
な
が
ら
打
ち
に
け
り

中
村　

梅
子

永
き
日
を
午
前
と
午
後
に
予
定
く
む

永
き
日
を
乗
り
継
ぐ
旅
の
疲
れ
と
も

中
山　

美
根

鳶
の
輪
の
獲
物
を
探
す
日
永
か
な

花
の
中
遺
影
笑
み
を
り
吾
も
笑
む南

部
記
代
子

夫
一
人
田
植
の
準
備
す
る
日
永

山
桜
頂
上
に
あ
り
花
盛
り

池
野
い
ち
び

微
酔
し
て
う
か
れ
買
ひ
す
る
桜
餅

釣
釜
の
古
び
し
茶
屋
や
花
の
山

川
瀬　

英
子

○
花
盛
ん
我
を
残
し
て
姉
逝
く
に

掲
句
は
、
下
五
の〝
姉
逝
く
に
〞か
ら
、

上
五
の〝
花
盛
ん
〞へ
と
つ
な
が
る
。

年●

々●

歳●

々●

相●

似●

た●

る●

花●

は
、
今
年
も
ま

た
花
盛
り
に
な
っ
た
の
に
、
姉
は
こ
の

世
の
人
で
な
く
な
っ
た
。
人
の
世
の
は

か
な
さ
を
秘
め
た
追
悼
の
句
。

森
下　

花
子

○
孫
二
人
正
座
し
て
居
り
雛
の
前

幼
い
孫
が
雛
壇
の
前
で
、
神
妙
に
威
儀

を
正
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
雛
祭
は
、
女

の
子
の
行
く
末
を
寿
ぎ
祝
う
意
味
の
行

事
で
は
あ
る
が
、
整
然
と
並
べ
ら
れ
た

雛
、
特
に
先
祖
伝
来
の
古
雛
な
ど
を
前

に
す
る
と
、
お
の
ず
と
こ
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

浜
田　

博
子

こ
の
色
で
あ
り
て
よ
か
り
し
桜
か
な

家
事
こ
な
す
合
間
の
稽
古
日
の
永
し

濱
田　
　

幸

新
調
の
着
物
の
不
安
入
社
式

に
ぎ
り
飯
墓
地
で
食
べ
け
り
山
笑
ふ

橋
詰
登
志
子

永
き
日
を
予
定
あ
れ
こ
れ
先
送
り

山
河
の
融
け
合
ふ
お
ぼ
ろ
を
逝
か
れ
け
り

岩
村　

さ
と

朝
寝
し
て
窓
の
明
か
り
に
お
ど
ろ
き
ぬ

旅
立
ち
の
孫
を
見
送
る
春
の
日
に
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日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

　　　１～３月分（３月）
人身事故　　９件 （２件）
死　　者　　１名 （０名）
傷　　者　　９名 （２名）

　　　　　　３月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,455　（±０）
人　口 　 6,053人（－37）
　　　 男 2,859人（－25）
　　　 女 3,194人（－12）

日高の中心で
“エコ”を叫ぶ！

加茂中１年生による取り組み発表

菜の花大講演会（講師 大田篤さん）

　
去
る
３
月
25
日
、
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
１
回
日

高
菜
の
花
エ
コ
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
は
、
住
民
が
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
菜
の

花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
環
境
に
つ
い

て
楽
し
く
学
び
、
す
ぐ
で
き

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
こ

う
と
呼
び
か
け
る
た
め
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
心
配
さ
れ
た
天
気

も
回
復
し
、
日
高
村
の
人
も

環
境
も
元
気
に
し
よ
う
と
結

成
さ
れ
た
日
高 

２
ニ
コ 

エ
コ

応
援
団
の
濱
田
知
加
子
団
長

の
挨
拶
で
開
会
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
菜
の
花
で
飾
ら
れ
た
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
日
高
の
中
心
で
エ
コ
を

叫
ぶ
と
題
し
た
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
元
気
な
声
で
環
境
保

護
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
村
内
各
種
団
体
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
お
い
し
い
も
の
い
っ
ぱ
い

の
屋
台
が
並
び
、
竹
細
工
や
折
り
紙
、

せ
っ
け
ん
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。
　
午
後
は
、
大
田
篤
さ
ん
に
よ
る
「
地

球
と
こ
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
〜
今
私

達
に
で
き
る
こ
と
〜
」
と
い
う
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や

衣
類
に
は
大
金
を
か
け
る
の
に
食
材
は

少
し
で
も
安
い
も
の
を
求
め
る
人
が
多

い
。
食
は
健
康
な
体
を
つ
く
る
元
と
な

る
も
の
。
体
に
良
い
食
材
を

求
め
て
く
だ
さ
い
。
食
に
お

金
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
す
れ
ば
体
に
悪
い
よ
う
な

食
材
は
ス
ー
パ
ー
か
ら
無
く

な
っ
て
い
く
。
と
い
っ
た
食

生
活
の
お
話
な
ど
、
今
の
生

活
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

多
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
加
茂
中
学
校
１

年
生
に
よ
り
、
手
作
り
の
地
球
儀
な
ど

を
使
っ
て
「
地
球
が
も
し
１
ｍ
の
球
だ

っ
た
ら
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
が
あ

り
、
深
刻
な
地
球
温
暖
化
の
現
状
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
は
、
日
高
環
頭
太
鼓
の
皆
さ

ん
に
よ
る
勇
壮
な
演
奏
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
「
私
た
ち
は
日
高
村
の
未
来
を
、

そ
し
て
、
地
球
の
未
来
を
み
ん
な
で
守

っ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。」
と

日
高
菜
の
花
エ
コ
宣
言
が
読
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
は
紙
風
船
を
大
空
に
放

ち
、
来
年
の
菜
の
花
エ
コ
ま
つ
り
の
開

催
を
誓
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
取
り
組
み

で
す
が
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
応

援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
日
高
村
が

笑
顔
と
元
気
と
希
望
あ
ふ
れ
る
美
し
い

ふ
る
さ
と
に
な
れ
る
よ
う
、
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
無
い
と
思
い
ま

す
。

7
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　最近、私とレベッカはイオン高知に行きま
した。アメリカのショッピングセンターは
Mall と呼ばれて、日本とちょっと違います。
「Cruise the mall」という表現があって、シ
ョッピングセンターで友達と楽しい時間を過
ごす意味です。日本人も「Cruise the mall」
をよくするでしょうね。イオン高知は、私の
故郷にあるショッピングセンターより大きい
です。びっくりしました。店がたくさんあっ
て、映画館もありました。アメリカのショッ
ピングセンターも、映画館がだいたい入って
いるけど、違いはチケットの値段です。もの
すごく驚きました。アメリカは、400円で
新しい映画を見ることができます。私は、レ
ストラン街のしゃぶしゃぶ食べ放題が大好き
です。レベッカは、餅アイスがおいしいと食
べていました。
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